
わたしたちは、事業活動を通じて
持続可能な社会づくりに貢献していきます

株式会社ＳＤＧインパクトジャパン（SIJ社）との資本・業務提携について

ＳＩＪ社との提携を通じ、当社のサステイナビリティ経営の推進
と、機関投資家としての責任投資の取組みをいっそう強化して
いきます

【業務提携の主な内容】
● 革新的なESGファンドの共同組成・投資
● 地域社会への貢献に資する取組みの共同研究 等

（左から）ＳＩＪ社  共同代表取締役　小木曽 麻里氏
明治安田生命保険  代表執行役社長　永島 英器
ＳＩＪ社  共同代表取締役　Bradley Busetto氏

事業者および機関投資家として、2050年度にCO2排出量をネット
ゼロとする削減目標を設定し、達成に向けて積極的に取り組んで
います。

環境保全・気候変動への取組み

ＳＤＧｓとは

● ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、2015年の国連サミットで採択された2030年までの国際目標で
あり、地球上の誰ひとりとして取り残さない持続可能な社会の実現に向けて、17のゴール、169の
ターゲットを掲げています。

● その達成に向けて、世界各国の政府、企業および社会の自発的な取組みが求められています。

エスディージーズ

わたしたちは、人々の「健康づくり」、豊かな「まちづくり」、
「環境保全・気候変動」に取り組み、ＳＤＧｓの達成に貢献していきます

■ 事業者として
環境問題、特に地球温暖化対策への取組みは、企業の社会的責任と捉え、環境に与える負荷をできる限り小さくすると
ともに、従業員の環境意識向上に取り組んでいます。

■ 機関投資家として
当社は責任ある機関投資家としてご契約者へ還元するための収益性を確保しつつ、SDGs達成への貢献の観点をふまえ、
「環境（E）」「社会（S）」「ガバナンス（G）」の課題を考慮した、「ＥＳＧ投融資」「スチュワードシップ活動」等の責任投資を推進しています。

健康寿命の延伸

「お客さま」「地域社会」「働く仲間（当社従業員）」の
健康増進を継続的に応援しています。

人々の「健康づくり」

地方創生の推進

地元がいつまでも活気あふれる場所であるように、
「つながり」や「ふれあい」、「ささえあい」の機会を
お届けし、持続的な発展を支援しています。

豊かな「まちづくり」

【機関投資家としてのCO2排出量】 ■ Scope1・2
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【事業者としてのCO2排出量】 ■ Scope1・2　■ Scope3
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事業活動とSDGｓについて

＊スコープ３の集計方法を見直したため、2013年度までさかのぼって修正しております

このページを 
スマートフォンで
さらに詳しく 

お客さま・地域社会とともに
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